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福岡県桓見地区ドロマイト鉱床調査報告

1．緒言

　昭和31年8月，恒見地区の概査を行った。，この地区

のドロマイト鉱床にづいては，河野義礼の調査報告があ

るが，今回は特に現在稼行中の末松鉱由の鉱床を重点に

して調査した。

　　　　　　2．位置および交通

　ドロマイト鉱床は門司市恒見の北西部に位置してい

る。門司駅から恒見まではバス約30分の便があり，恒

見から末松鉱山まで約1kmはトラックを通ずる。、末松
　　　　　っぼね　　　　きし
鉱山の南側には局・日鉄吉志の2鉱山があるが，現在休

山中で設備も撤去されている。

　　　　　　3』地形および坤質
　本地域は海抜86m以下の低い山地で，東部の低地に

恒見洪積層が分布し，周防灘に臨んでいる。この山地の

北西方は戸上山塊の南麓部に南たり，’東西ないし北西一

南東方向の谷によって開折きれ，250m以上の山が讐え

ている。

　本地域1苓分布する地層は秩父古生層で・主として石灰

岩・珪質千枚岩と千枚岩・砂岩・粘板岩との互層であ

る。その一般走向はN65。Eで，北方に急傾斜する単斜

構造を示しているが，本地域の北部では一部に向斜構造

が認められる。断層は北東一南西方向のものと，これを

切る北西一南東方向のものとが譲〉られる。とれらはい

ずれも数條並行して斗’てジ古生層はいくつかの地塊に切

断されてい郡石灰岩層の西縁部を通る断層に沿って石

灰岩のドロマイト化と千枚岩の石墨化とが著しく進行し

たものと思われる。

　ドロマィト鉱床は品位が良く，古くから稼行されてい

るが，石灰岩は小規模なため稼行きれていない。このほ

がにセメント用軟珪石として珪質千枚岩が採掘されてい

る。

する断層があり，その西側は千枚岩，東側はドロマイト

を含む石灰岩（見掛上下位）乏珪質千枚岩（見掛上上位）

とからなっている。珪質千枚岩の一般走向はN70QEで，

北方に傾斜している。ドロマイト鉱床は石灰岩中に胚胎

し，上記の断層に近い部分に限られている。北西一南東，

方向に延び，その方向は1まダ断層のそれに一致してい

る。

　鉱床の規模は幅が20～25mで，　延長は約300mと考

えられる。品位は鉱床のなかでも西側がよく，東側にな

るに従がつて低下する傾向がある。以上のような関係か

ら，鉱床は2次的なドロマイト化作用にFよって生成した

ものと考えられる。この鉱床は末松鉱山からさらに南東

方の，局・日鉄吉志両鉱山の鉱床に延びている。ドロマ

ィトは灰白色・灰黒色ないし淡黄色等を呈し．石灰岩と

の区別は容易である．末松鉱山の坑内のものは灰白色な

いし灰黒色で，露天丁場めものは淡黄色のものが多い。

　末松鉱山産ドロマイトの分析結果は次の通りである。
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　　　　　　　4．鉱床
末松鉱山のほy中央部にN40。Wの方向で北東に急斜

5．鉱量
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梅崎鉱業末松鉱山提供

末松鉱山の推定鉱量は次のように算定される。

延長幅高さ比重　延長幅高き比重
（m）（m）（m）　　（m）（m）（m）一

（150×15×30×2．8）一（80×15×20×2．ε）＝81，800（t）

　　　　　　　　　　既採掘量

6．・現況

末松鉱山では，鉱石品位の規格を揃えるため坑内掘り
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のみを行っており，その月産は約1，200tである。クラ

ッシヤー（能力50t／日）を通して，サイズが6～15mm

および15～80mmのものは製鉄用，約200mlnのものは

ガラス原料用として売鉱されている。．

　機械設備はコンプレッサー・捲上機・ポンプ・クラッ

シヤ㌘などで，常勤従業員20名である。鉱石運搬は門

司駅まで自家用トラックを用いている。

う。

　（2）品位は断層に接近するほど良く，これから離れ

るに従がって低下し，石灰岩に漸移している。

　（3）鉱量はやや纒まつてあるが，海水準以下に多い

た砂坑内採掘を行わなければならず，生産に！ま自ら限度

がある。しかしながら北九州の需要地に隣接しているた

．め立地條件は良好である。

　　　　　　　　　（調査：稲井信雄，抄録：河田）
7．結・語

　（1）　ドロマイト鉱床はその分布状況から南北性の断

層と密接な関係があり，断層に沿って上昇した熱水溶液

によ3てMgが供給きれ，石灰岩を交代したものであろ
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岡山県山手鉱山・棚原鉱山中問区域の地質概査報告

　1）こ．の調査は岡山県の委託により，岡山県山手（銅

鉱），柵原（硫化鉱）両鉱床の中間にある未調査地域に

対する地質概査の一一環として行われたものである。P

　2）構成地質嫉第3歯（印刷省略）に示す通りである。

　｛　　　　　　　　ロ　砂および礫層（沖積層および洪積層）
　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　‘　　　コ　礫岩層（ジュラ紀層？）

　粘板岩層（古生層）
　　　　　　　　　　　鵯

　特に南西部地区および北東部地区の粘板岩および輝緑

岩質岩中には，多数の裂罐充填性熱水鉱床（金属〉および

その徴候がみられる。この地域には往年の山手鉱床群が

含まれ，そのほかに、もなお注目すべき新たな鉱床の露頭

が乳　3認められている。

　4）この調査では，前記山手・柵原両鉱床等との地貴

学的な対比が充分でなく，いくつかの未解決の問題が残

流紋岩および角礫質流紋岩（中生代あるいはその後の　きれ，ている。また一方」東部地区では，前記の諸岩類の

　　　　　　　　　　　噴出）

石英斑岩，花嵩斑岩，粉岩【　　同　　上

閃雲花嵐岩（中世代貫入）

黒雲母石英閃緑岩（古生代末）

輝緑岩質岩く古生代）

　3）地域内における鉱床およびその徴候を確認された

位置は第3図（印刷省略）に示した通りである。

）

ほかに柵原硫化鉄鉱床を胚胎するいわゆる“柵原複合岩

石帯”に対比きれる岩石が認められる。

　したがって，本調査区域の東部および北東部区域の調

査を今後きらに続行し，地質学ならびに鉱床学的関係を

明らかにするとともにその探査を行うことは今後の資源

開発調査のためにも重要なことと思われる。

　　　　　　　（調査：小関・幸治・小林　幸二郎）
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